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会
場
：
国
立
新
美
術
館

   

授
賞
式
・
会
長
挨
拶中

山
忠
彦

　

お
め
で
た
い
席
に
沢
山
の
皆
様
に

お
集
ま
り
い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

白
日
会
が
来
年
百
年
展
を
迎
え
る

に
あ
た
り
、
今
年
は
そ
の
先
駆
け
と

な
る
展
覧
会
で
も
あ
り
ま
す
が
、
皆

様
方
の
力
作
を
前
に
、
私
共
審
査
員

一
同
、
緊
張
感
を
も
っ
て
い
い
審
査

が
出
来
た
と
私
は
確
信
を
し
て
お
り

ま
す
。

　

展
覧
会
の
入
選
の
一
般
の
人
数
は

絵
画
が
1
7
0
名
、
授
賞
者
が
31

名
、
皆
様
方
の
力
作
を
厳
正
に
審
査

さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
そ
の
結
果
を

こ
れ
か
ら
の
授
賞
式
に
お
い
て
皆
様

　

第
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回 
白
日
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展
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に
ご
披
露
い
た
し
ま
す
が
、
来
年

の
百
年
展
を
控
え
て
、
ご
尽
力
を

賜
り
、
百
年
展
を
意
義
あ
る
も
の
に

し
て
頂
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま

す
。

　
総
会
・
会
長
挨
拶

中
山
忠
彦

　

イ
ギ
リ
ス
政
府
風
に
い
い
ま
す
と

身
に
危
険
の
あ
る
暑
さ
と
い
う
位
、

そ
の
暑
い
中
を
皆
様
多
く
の
方
に
お

集
ま
り
い
た
だ
き
ま
し
て
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
先
程
ま
で
常
任

委
員
会
に
て
来
年
の
百
年
展
の
色
々

な
計
画
を
話
し
合
い
、
ま
た
地
方
の

そ
れ
ぞ
れ
の
活
動
状
態
の
報
告
が
あ

り
ま
し
た
。
こ
の
後
そ
の
旨
を
詳
し

く
司
会
者
に
よ
っ
て
報
告
が
あ
り
ま

す
。
ど
う
か
来
年
の
百
年
を
目
指
し

て
皆
様
の
力
作
を
お
寄
せ
く
だ
さ

い
。
宜
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

来
年
特
別
陳
列
さ
れ
る
作
品
で
能

勢
亀
太
郎
さ
ん
と
い
う
方
が
い
ま

す
。
私
は
こ
の
方
を
名
前
し
か
知
ら

な
か
っ
た
の
で
す
が
、
伊
藤
清
永
先

生
が
若
い
頃
に
、
能
勢
塾
の
塾
長
を

し
て
お
ら
れ
た
の
は
承
っ
て
お
り
ま

し
た
。先
程
そ
の
作
品
写
真
を
見
て
、

非
常
に
骨
太
な
ロ
マ
ン
に
溢
れ
た
作

品
で
あ
り
感
動
い
た
し
ま
し
た
。
拝

見
す
る
の
を
楽
し
み
に
し
て
お
り
ま

す
。

   

第
99
回
展
概
要

事
務
所
・
常
任
委
員　

寺
久
保
文
宣

　

第
99
回
展
は
、
懇
親
会
を
除
く
会

期
中
の
イ
ベ
ン
ト
が
4
年
ぶ
り
に
復

活
し
、
授
賞
式
は
講
堂
に
て
通
常
通

り
執
り
行
い
、
公
開
ク
ロ
ッ
キ
ー
講

座Vol.5

が
午
前
と
午
後
の
２
部
制

に
て
盛
況
に
開
催
さ
れ
、
毎
日
の
ギ

ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク
に
も
多
く
の
観
客

の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
特

別
陳
列
―
先
達
を
偲
ぶ
―
と
し
て
、

平
松
譲
、
柳
沢
淑
郎
、
伊
藤
利
行
、

市
村
緑
郎
の
4
先
生
方
の
作
品
19
点

を
展
示
し
好
評
を
博
し
ま
し
た
。
第

95
回
記
念
展
で
は
、
当
会
中
興
の
祖

と
し
て
伊
藤
清
永
前
会
長
の
特
別
陳

列
を
行
い
ま
し
た
が
、
伊
藤
会
長
の

側
近
と
し
て
当
会
を
牽
引
さ
れ
た
平

松
、
柳
沢
、
伊
藤
（
利
）
先
生
と
、

創
立
会
員
吉
田
三
郎
に
師
事
し
た
木

村
珪
二
に
学
ん
だ
市
村
先
生
を
顕
彰

し
ま
し
た
。
百
回
展
で
は
中
山
忠
彦

会
長
の
指
揮
の
も
と
創
立
会
員
か
ら

重
要
会
員
を
経
て
伊
藤
前
会
長
ま
で

の
先
達
の
顕
彰
を
特
別
陳
列
と
記
念

カ
タ
ロ
グ
に
て
紹
介
す
る
方
向
で
準

備
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

来
年
は
「
白
日
会
創
立
百
周
年
記

念
展
」
と
な
り
ま
す
。
な
お
、
会
期

が
始
ま
る
3
月
20
日
（
水
・
祝
）
は

内
覧
会
と
し
て
出
品
者
と
来
賓
招
待

者
の
み
を
入
場
可
能
と
し
、
祝
賀
会

は
18
時
よ
り
上
野
精
養
軒
に
て
開
催

す
る
予
定
で
す
。
初
日
は
3
月
21
日

（
木
）
と
な
り
ま
す
。

　

新
型
感
染
症
が
猛
威
を
振
る
っ
た

こ
の
4
年
間
で
あ
り
ま
し
た
が
、
幸

い
に
も
白
日
会
出
品
を
目
指
す
方
々

令
和
5
年
3
月
23
日
㈭
～
４
月
3
日
㈪

▶ 

7
室
に
展
示
さ
れ
た
特
別
陳
列
の
様
子



第 62 号　2023 . 10

2

白 日 会

ま
し
た
。

　

会
期
中
の
展
示
替
え
は
、
営
業
終

了
後
の
夜
中
に
行
う
た
め
大
変
な
作

業
と
な
り
ま
す
が
、
皆
さ
ん
と
力
を

合
わ
せ
て
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　

入
場
者
数
に
つ
い
て
は
7
日
間
で

計
６
１
３
５
名
と
な
り
ま
し
た
。
こ

れ
は
去
年
か
ら
比
べ
ま
す
と
５
２
８

名
増
え
て
お
り
ま
す
。
今
年
は
コ
ロ

ナ
前
の
入
場
者
数
を
上
回
る
こ
と
を

目
標
に
し
て
い
ま
し
た
の
で
少
し
力

足
ら
ず
で
し
た
が
、
何
と
か
昨
年
を

超
え
る
事
が
出
来
て
ほ
っ
と
し
て
お

り
ま
す
。

　

１
０
０
回
展
に
向
か
い
、
実
効
性

の
あ
る
取
り
組
み
を
考
え
て
確
実
に

実
施
す
る
こ
と
が
必
要
だ
と
思
っ
て

お
り
ま
す
。

※
関
西
支
部
は
１
０
０
回
展
を
迎
え
る
に
あ
た
り

常
任
委
員
の
池
田
良
則
が
支
部
長
と
な
り
ま
す
。

は
減
少
せ
ず
、
ま
た
観
客
数
も
年

ご
と
に
復
活
し
第
99
回
展
は
往
年

の
ピ
ー
ク
時
に
迫
る
勢
い
を
感
じ

さ
せ
ま
し
た
。
百
回
展
は
、
当
会

創
立
の
精
神
の
足
取
り
を
確
か
め

つ
つ
今
を
確
か
め
将
来
に
繋
げ
る

為
の
当
会
の
大
き
な
節
目
と
な
り

ま
す
。
過
去
を
明
ら
し
め
、
今
を

照
ら
し
、
将
来
に
光
を
投
げ
か
け

る
、
そ
う
し
た
百
回
展
と
な
れ
ば

と
願
っ
て
い
ま
す
の
で
、
出
品
者

な
ら
び
に
ご
関
係
の
皆
様
に
は
、

何
卒
ご
協
力
の
程
宜
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。　

♦
白
翔
会
展 　
　
　
　

  

（
準
公
式
選
抜
展
）

令
和
5
年
4
月
19
日
～
25
日

松
坂
屋
名
古
屋
店

♦
白
日
会
会
員
選
抜
展 （
公
式
選
抜
展
）

令
和
5
年
6
月
14
日
～
20
日

  

あ
べ
の
ハ
ル
カ
ス
近
鉄
本
店

♦
明
日
の
白
日
会
展　

 

（
公
式
選
抜
展
）

　

 

令
和
5
年
8
月
23
日
～
28
日

　
　
　
　
　
　

日
本
橋
髙
島
屋 

名
古
屋
展

中
部
支
部
長　

竹
内　
恵

令
和
5
年
4
月
11
日
㈫
～
16
日
㈰

愛
知
県
美
術
館
ギ
ャ
ラ
リ
ー

　

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
が
減
少
傾
向
が

続
く
中
で
の
開
催
と
な
り
ま
し
た

が
、
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
は
今
回
も
中
止

と
な
り
、
表
彰
式
も
３
年
続
き
で
来

賓
を
お
迎
え
し
な
い
形
で
簡
略
化
し

て
行
い
ま
し
た
。
本
部
よ
り
中
山
会

長
は
じ
め
中
谷
先
生
、
寺
久
保
先
生

に
ご
臨
席
い
た
だ
い
た
上
、
展
示
の

指
導
、
絵
の
ご
批
評
を
い
た
だ
き
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
例
年
に
な
い
好
条
件
が

そ
ろ
い
、
入
場
者
が
大
幅
に
増
加
し

ま
し
た
。特
記
事
項
に
触
れ
た
通
り
、

開
幕
と
同
時
に
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
取
材
を
受

け
、
初
日
の
昼
の
ニ
ュ
ー
ス
で
展
示

状
況
が
放
映
さ
れ
ま
し
た
。
中
日
新

聞
も
ほ
ぼ
同
時
に
来
館
、
翌
日
の
朝

刊
に
掲
載
さ
れ
ま
し
た
。
思
い
が
け

な
い
メ
デ
ィ
ア
の
取
材
で
し
た
が
、

中
谷
先
生
、
寺
久
保
先
生
に
対
応
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
東
海
テ
レ
ビ

の
放
映
は
何
度
か
あ
り
ま
し
た
が
、

Ｎ
Ｈ
Ｋ
は
初
め
て
の
こ
と
で
、
そ
の

影
響
は
ま
こ
と
に
大
き
い
も
の
が
あ

っ
た
と
思
わ
れ
ま
す
。
入
場
者
の
増

加
、
写
真
販
売
の
増
加
、
と
り
わ
け
、

有
料
入
場
者
が
例
年
２
０
０
後
半
か

ら
３
０
０
前
半
で
あ
っ
た
こ
と
を
考

え
ま
す
と
、
今
回
の
５
８
５
人
は
驚

き
に
値
し
ま
す
。
入
場
者
の
評
判
も

良
く
、
毎
年
白
日
会
展
を
楽
し
み
に

し
て
い
る
方
々
へ
よ
り
良
い
作
品
を

呈
示
で
き
る
よ
う
改
め
て
心
を
奮
い

立
た
せ
た
次
第
で
す
。

　

一
般
の
応
募
数
は
往
年
に
比
べ
減

少
し
て
お
り
ま
す
が
、
こ
こ
数
年
、

実
力
あ
る
新
人･

若
手
が
増
え
て
い

る
こ
と
は
好
ま
し
い
傾
向
で
、
今
後

の
活
躍
に
期
待
し
た
い
と
思
い
ま

す
。
他
会
で
活
躍
し
た
方
や
長
年
独

学
で
実
力
を
蓄
え
た
方
が
白
日
会
を

目
指
し
て
出
品
、
成
果
を
あ
げ
た
こ

と
が
新
し
い
傾
向
で
、
支
部
と
し
て

も
嬉
し
く
思
う
次
第
で
す
。（ 

一
般

入
選
19
の
う
ち
新
入
選
が
８
）

　

中
部
支
部
も
高
齢
化
が
激
し
く
、

逝
去
、
高
齢
な
ど
で
退
会
・
活
動
停

止
す
る
方
が
増
え
ま
し
た
。
こ
の
傾

向
は
今
後
も
続
く
と
思
わ
れ
ま
す

が
、
上
記
の
新
人
若
手
の
活
躍
に
期

待
し
つ
つ
、
支
部
会
員
一
同 

自
身

を
𠮟
咤
し
頑
張
っ
て
参
り
た
い
と
思

い
ま
す
。

関
西
展

常
任
委
員
・
関
西
支
部
長　

池
田 

良
則

令
和
5
年
6
月
14
日
㈬
～
20
日
㈫

あ
べ
の
ハ
ル
カ
ス
近
鉄
本
店
ウ
イ
ン
グ
館
８
F

近
鉄
ア
ー
ト
館

　

今
年
の
関
西
展
の
展
示
数
は

１
２
４
点
、
彫
刻
は
19
点
で
し
た
。

広
さ
に
制
限
の
あ
る
会
場
で
す
の

で
、
絵
画
に
限
り
ま
し
て
は
前
期
と

後
期
に
分
け
、
前
期
が
１
１
２
点
、

後
期
が
１
１
３
点
、
そ
れ
ぞ
れ
半
分

の
期
間
し
か
展
示
さ
れ
ま
せ
ん
が
こ

れ
は
仕
方
の
な
い
事
と
思
い
ま
す
。

　

13
日
の
陳
列
に
は
中
山
会
長
、
広

田
・
中
谷
・
寺
久
保
常
任
委
員
に
陳

列
に
来
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た

初
日
の
表
彰
式
は
ウ
イ
ン
グ
館
の

space9

に
て
行
い
ま
し
た
。

　

関
西
展
は
デ
パ
ー
ト
で
の
開
催
で

す
の
で
集
客
も
広
く
求
め
ら
れ
ま

す
。
そ
の
た
め
独
自
の
プ
ラ
ン
で
、

色
紙
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
し
て
お
り
ま

す
。
メ
ン
バ
ー
は
毎
年
変
わ
り
ま
す

が
今
年
は
希
望
を
と
り
反
映
し
ま
し

た
。

　

ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク
は
、
初
日
は

広
田
・
中
谷
・
寺
久
保
常
任
委
員
、

17
日
は
大
路
副
支
部
長
、
18
日
は
児

玉
支
部
長
（
前
）、
19
日
は
私
が
行
い

▶ 

3
月
30
日
の
公
開
ク
ロ
ッ
キ
ー
を
終
え
た

中
山
会
長
と
出
演
者
、
モ
デ
ル
さ
ん
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令
和
6
年

2
月

11
日

研
究
会
（
日
展
会
館
）

3
月

21
日
～
4
月
1
日
白
日
会
展
（
国
立
新
美
術
館
）
※
詳
細
は
左
記
参
照

4
月　

9
日
～
14
日

名
古
屋
巡
回
展
（
愛
知
県
美
術
館
ギ
ャ
ラ
リ
ー
）

日
付
未
定

名
古
屋
選
抜
展
（
松
坂
屋
名
古
屋
本
店
本
館 

第
一
美
術
画
廊
及
び
第
二
美
術

画
廊
）

6
月

5
日
～
11
日

関
西
巡
回
展
（
あ
べ
の
ハ
ル
カ
ス
近
鉄
本
店
ウ
ィ
ン
グ
館 

ア
ー
ト
館
）

日
付
未
定

白
濤
会
展
（
あ
べ
の
ハ
ル
カ
ス
近
鉄
本
店
タ
ワ
ー
館 

美
術
画
廊
）

7
月

7
日

研
究
会
（
日
展
会
館
）

8
月　
　

4
日

総
会
（
上
野
精
養
軒
）

日
付
未
定

明
日
の
白
日
会
展
（
日
本
橋
髙
島
屋
）

9
月

1
日

研
究
会
（
日
展
会
館
）

12
月

日
付
未
定

三
越
選
抜
展
（
日
本
橋
三
越
本
店
）

　
　
　
会
期
：
令
和
6
年
3
月
21
日
㈭
～
4
月
1
日
㈪　
会
場
：
国
立
新
美
術
館
２
F
（
2
A
·
2
B
・
2
C
・
2
D
）

3
月
10
日
（
日
）

搬
入

　
　
11
日
（
月
）

搬
入　
　

　
　
12
日
（
火
）

鑑
審
査
（
入
選
・
落
選
）

　
　
13
日
（
水
）

鑑
審
査
（
賞
選
定
〔
会
〕・
推
挙
）・
発
表
事
務

　
　
14
日
（
木
）

部
屋
割
り
・
陳
列
準
備　

　
　
15
日
（
金
）

名
札　
／　
作
品
移
動

　
　
19
日
（
火
）

陳
列
・
賞
選
定
〔
特
・
法
〕

　
　
20
日
（
水
）

内
覧
会
・
授
賞
式
・
祝
賀
会

　
　
21
日
（
木
）

初
日
・
テ
ー
プ
カ
ッ
ト　

／　
巡
回
展
・
選
抜
展
選
定　
／　
選
外
搬
出

　
　
26
日
（
火
）

休
館
日

　
　
28
日
（
木
）

公
開
ク
ロ
ッ
キ
ー
講
座

4
月
1
日
（
月
）

閉
会
（
15
：
00
）　
／　
作
品
撤
去

　
　
2
日
（
火
）

搬
出　
　
〔
4
月
3
日
㈬　
彩
美
堂
業
者
搬
出 

〕

令
和
5
年
（
２
０
２
3
）
8
月
6
日　

16
時
～
精
養
軒

会
員
33
名
の
出
席
と
会
員
２
１
8
名
の
委
任
状
に
よ
り
、
以
下
の
こ
と
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

同
日
13
時
よ
り
行
わ
れ
ま
し
た
常
任
委
員
会
を
経
て
、
99
回
展
事
業
報
告
、
99
回
展
決
算
報
告
、
白

日
会
創
立
百
周
年
記
念
展
事
業
計
画
及
び
予
算
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
以
下
決
定
事
項
を
報
告
し
ま

す
。

●
白
日
会
創
立
百
周
年
記
念
展
に
つ
い
て

百
回
展
の
特
別
事
業
と
し
て
、
特
別
陳
列
―
白
日
会
百
年
の
軌
跡
―
を
予
定
、
創
立
会

員
か
ら
重
要
会
員
総
50
点
余
り
の
特
別
陳
列
を
予
定
し
、
特
別
陳
列
を
中
心
と
し
た
カ

タ
ロ
グ
を
通
常
図
録
と
は
別
に
製
作
し
、
当
会
百
年
の
歴
史
を
顕
彰
し
ま
す
。

●
内
覧
会
に
つ
い
て

会
期
が
一
日
短
く
な
り
ま
す
が
、
3
月
20
日
（
水
・
祝
）
は
内
覧
会
と
な
り
、
10
時
よ
り
出
品
者
は

会
場
に
入
場
で
き
ま
す
。
来
賓
招
待
者
は
原
則
15
時
か
ら
の
入
場
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。
な
お
18

時
よ
り
上
野
精
養
軒
に
て
祝
賀
会
を
行
う
予
定
で
す
。

●
特
別
会
費
に
つ
い
て

会
員
・
準
会
員
・
会
友
共
、
通
常
の
会
費
に
加
え
特
別
会
費
を
納
入
く
だ
さ
い
。
特
別
展
示
や
カ
タ

ロ
グ
製
作
、
記
念
品
や
祝
賀
会
費
に
充
て
ら
れ
ま
す
。

●
審
査
員

先
の
常
任
委
員
会
に
て
、
１
０
０
回
展
の
審
査
員
を
決
定
し
ま
し
た
。（
常
任
委
員
は
全
て
審
査
員
）

絵
画
：
常
任
委
員
の
み　
　
　

彫
刻
：
峯
田
義
郎
（
顧
問
）　

広
沢
邦
子
（
会
員
）　

第
99
回
展

事 業 計 画 表第 100 回白日会展スケジュール
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特　

別　

賞

内
閣
総
理
大
臣
賞　
　

福
井　

欧
夏　
　
（
絵
画
）　

東　

京　
　
　
　
　
　
　

文
部
科
学
大
臣
賞　
　

亀
山　

裕
昭　
　
（
絵
画
）　

千　

葉

Ｓ
Ｏ
Ｍ
Ｐ
Ｏ
美
術
館
賞

　
　
　
　
　
　
　
　
　

原　
　

太
一　
　
（
絵
画
）　

千　

葉

中
沢
弘
光
賞　
　
　
　

中
谷　

晃　
　
　
（
絵
画
）　

千　

葉　
　
　
　
　
　
　
　

富
田
温
一
郎
賞　
　
　

大
下　

和
利　
　
（
絵
画
）　

山　

口

吉
田
三
郎
賞　
　
　
　

石
崎　

義
弘　
　
（
彫
刻
）　

茨　

城

伊
藤
清
永
賞　
　
　
　

和
田　

直
樹　
　
（
絵
画
）　

千　

葉　
　
　
　
　

平
松
讓　

賞　
　
　
　

下
時
治
郎
秀
臣　
（
絵
画
）　

徳　

島　
　
　
　
　
　
　
　
　

八
咫
烏　

賞　
　
　
　
　
　
　
49
回
展
推
挙　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

飯
田　

弘
子　
　
（
絵
画
）　

東　

京

　
　
　
　
　
　
　
　
　

後
藤　

俊
子　
　
（
絵
画
）　

北
海
道

　
　
　
　
　
　
　
　
　

田
端　

誠
二　
　
（
絵
画
）　

新　

潟　

　
　

  

会　

賞

白　

日　

賞　
　
　
　

増
田　

哲　
　
　
（
絵
画
）　

京　

都

（
副
賞
ホ
ル
ベ
イ
ン
賞
）　　
　
　
　
　

  　
　
　
　
　
　
　

白　

日　

賞　
　
　
　

伊
藤　

英
二　
　
（
絵
画
）　

北
海
道

（
副
賞
ク
サ
カ
ベ
賞
） 

白　

日　

賞　
　
　
　

宮
本　

真
冬　
　
（
絵
画
）　

和
歌
山

（
副
賞
マ
ツ
ダ
賞
）

準
会
員
奨
励
賞　
　
　

手
嶌　

か
よ　
　
（
絵
画
）　

三　

重

準
会
員
奨
励
賞　
　
　

丸
田　

多
賀
美　
（
彫
刻
）　

鹿
児
島

会
友
奨
励
賞　
　
　
　
　

大
窪　

ひ
と
み　
（
絵
画
）　

広　

島

会
友
奨
励
賞　
　
　
　
　

内
藤　

千
尋　
　
（
彫
刻
）　

東　

京

一
般
佳
作
賞　
　
　
　
　

河
菜　

直
子　
　
（
絵
画
）　

広　

島

一
般
佳
作
賞　
　
　
　
　

坂
田　

英
昭　
　
（
絵
画
）　

大　

阪

一
般
佳
作
賞　
　
　
　
　

二
木　

ゆ
き
子　
（
絵
画
）　

山　

口

一
般
佳
作
賞　
　
　
　
　

松
本　

多
恵
子　
（
絵
画
）　

千　

葉

　
　
　

法
人
寄
託
賞

【
百
貨
店
賞
】 

近
鉄
百
貨
店
賞　
　
　
　

宮
本　

真
冬　
　
（
絵
画
）　

和
歌
山　
　
　
　

【
画
廊
賞
】

梅
田
画
廊
賞　
　
　
　
　

岡
山　

昌
弘　
　
（
絵
画
）　

兵　

庫

関
西
画
廊
賞　
　
　
　
　

山
本　

周　
　
　
（
絵
画
）　

大　

阪

大
宥
美
術
賞　
　
　
　
　

津
絵　

太
陽　
　
（
絵
画
）　

東　

京

美
岳
画
廊
賞　
　
　
　
　

宮
本　

真
冬　
　
（
絵
画
）　

和
歌
山

ギ
ャ
ラ
リ
ー
大
井
賞　
　

西
浦　

慎
吾　
　
（
絵
画
）　

兵　

庫

瀧
川
画
廊
賞　
　
　
　
　

国
本　

青
山　
　
（
絵
画
）　

東　

京

ギ
ャ
ラ
リ
ー
ア
ー
ク
賞　

吉
成　

浩
昭　
　
（
絵
画
）　

東　

京

●
会
員
推
挙

【
絵
画
】　　
　

淺
井　

秀
雄　
　
　

大　

分

　
　
　
　
　
　

朝
日　

夏
実　
　
　

大　

阪

　
　
　
　
　
　

石
井　

直
美　
　
　

山　

口

　
　
　
　
　
　

大
下　

和
利　
　
　

山　

口

　
　
　
　
　
　

狩
野　

広
美　
　
　

静　

岡

　
　
　
　
　
　

菊
地　

裕
一　
　
　

茨　

城

　
　
　
　
　
　

小
林　

克
敏　
　
　

愛　

知

　
　
　
　
　
　

田
端　

誠
二　
　
　

新　

潟

　
　
　
　
　
　

手
嶌　

か
よ　
　
　

三　

重

　
　
　
　
　
　

平
本　

和
夫　
　
　

神
奈
川

　
　
　
　
　
　

星
野　

典
子　
　
　

群　

馬

　
　
　
　
　
　

三
村　

稔　
　
　
　

愛　

知

　
　
　
　
　
　

宮
本　

佳
子　
　
　

広　

島

　
　
　
　
　
　

森　
　

真
一　
　
　

兵　

庫

　
　
　
　
　
　

森
重　

美
香　
　
　

鹿
児
島

　
　
　
　
　
　

山
本　

周　
　
　
　

大　

阪

　
　
　
　
　
　

横
島　

誠　
　
　
　

茨　

城

【
彫
刻
】　　
　

丸
田　

多
賀
美　
　

鹿
児
島

●
準
会
員
推
挙

【
絵
画
】　　
　

阿
部　

申
次　
　
　

兵　

庫

　
　
　
　
　
　

有
竹　

敏
視　
　
　

三　

重

　
　
　
　
　
　

井
口　

民
子　
　
　

神
奈
川

　
　
　
　
　
　

池
田　

宏
介　
　
　

京　

都

　
　
　
　
　
　

伊
佐
治
多
美
子　
　

愛　

知

　
　
　
　
　
　

井
出　

昭　
　
　
　

神
奈
川

　
　
　
　
　
　

伊
藤　

ひ
と
み　
　

北
海
道

　
　
　
　
　
　

岩
村　

良
之　
　
　

長　

崎

　
　
　
　
　
　

大
窪　

ひ
と
み　
　

広　

島

　
　
　
　
　
　

太
田　

正
弘　
　
　

静　

岡

　
　
　
　
　
　

亀
井　

輝
男　
　
　

愛　

知

　
　
　
　
　
　

児
玉　

え
り
子　
　

兵　

庫

　
　
　
　
　
　

五
野　

成
之　
　
　

長　

野

第
99
回
白
日
会
展　

受
賞
者
推
挙
者
一
覧
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小
林　

辰
平　
　
　

東　

京

　
　
　
　
　
　

佐
木　

義
輝　
　
　

大　

阪

　
　
　
　
　
　

住
田　

翔
太　
　
　

愛　

知

　
　
　
　
　
　

出
水　

翼　
　
　
　

大　

阪

　
　
　
　
　
　

長
尾　

圭
子　
　
　

千　

葉

　
　
　
　
　
　

中
島　

み
ど
り　
　

宮　

城

　
　
　
　
　
　

中
村　

キ
ミ
子　
　

宮　

崎

　
　
　
　
　
　

鍋
田　

忠
彦　
　
　

静　

岡

　
　
　
　
　
　

西
田　

佳
世　
　
　

熊　

本

　
　
　
　
　
　

西
田　

味
重
子　
　

兵　

庫

　
　
　
　
　
　

浜
崎　

寿
子　
　
　

岡　

山

　
　
　
　
　
　

宮
城　

千
春　
　
　

東　

京

　
　
　
　
　
　

宮
﨑　

宗
人　
　
　

神
奈
川

　
　
　
　
　
　

元
田　

太　
　
　
　

神
奈
川

　
　
　
　
　
　

山
河　

美
智
郎　
　

鹿
児
島

　
　
　
　
　
　

横
川　

み
ど
り　
　

愛　

知

　
　
　
　
　
　

吉
村　

則
子　
　
　

長　

崎

【
彫
刻
】　　
　

該
当
者
な
し

●
会
友
推
挙

【
絵
画
】　　
　

荒
木　

瑠
奈　
　
　

熊　

本

　
　
　
　
　
　

石
田　

徹　
　
　
　

青　

森

　
　
　
　
　
　

伊
藤　

英
二　
　
　

北
海
道

　
　
　
　
　
　

内
濵　

富
美
子　
　

長　

崎

　
　
　
　
　
　

大
村　

利
朗　
　
　

静　

岡

　
　
　
　
　
　

小
野　

智
子　
　
　

大　

分

　
　
　
　
　
　

尾
本　

知
子　
　
　

神
奈
川

　
　
　
　
　
　

貝
原　

豪　
　
　
　

長　

野

　
　
　
　
　
　

梶
原　

君
子　
　
　

大　

阪

　
　
　
　
　
　

加
藤　

康
二
郎　
　

愛　

知

　
　
　
　
　
　

金
田　

茂　
　
　
　

千　

葉

　
　
　
　
　
　

河
菜　

直
子　
　
　

広　

島

　
　
　
　
　
　

車
戸　

優
子　
　
　

岐　

阜

　
　
　
　
　
　

坂
田　

英
昭　
　
　

大　

阪

　
　
　
　
　
　

佐
藤　

嵩
幸　
　
　

岡　

山

　
　
　
　
　
　

鈴
木　

伊
佐
男　
　

埼　

玉

　
　
　
　
　
　

鈴
木　

洋
子　
　
　

東　

京

　
　
　
　
　
　

竹
之
内
さ
つ
き　
　

長　

崎

　
　
　
　
　
　

田
丸　

佳
子　
　
　

愛　

知

　
　
　
　
　
　

野
々
山　

耕　
　
　

愛　

知

　
　
　
　
　
　

藤
森　

好
広　
　
　

大　

分

　
　
　
　
　
　

増
田　

哲　
　
　
　

京　

都

　
　
　
　
　
　

松
林　

淳　
　
　
　

静　

岡

　
　
　
　
　
　

宮
本　

真
冬　
　
　

和
歌
山

　
　
　
　
　
　

渡
部　

慶
二　
　
　

山　

形

【
彫
刻
】　　
　

該
当
者
な
し

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　

特
別
賞
審
査
員

　
　
　
　

内
閣
総
理
大
臣
賞　
　
　

瀧　
　

悌
三
先
生

　
　

文
部
科
学
大
臣
賞　
　
　

土
方　

明
司
先
生
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特
別
賞

受 賞 作 品 紹 介

茜に懐かれて
P 100

内
閣
総
理
大
臣
賞　
　
　
　
福
井 

欧
夏

文
部
科
学
大
臣
賞　
　
　
　

亀
山 

裕
昭Slumdog

123 × 200㎝

Ｓ
Ｏ
Ｍ
Ｐ
Ｏ
美
術
館
賞　
　

原　

太
一

After The Rain
M150

中
沢
弘
光
賞　
　

      　
　
　

中
谷　

晃  

秋麗の庭園
F 100

富
田
温
一
郎
賞
（
副
賞 

平
澤
篤
賞
）  　
　

                      　
　
　
　
　
　

 

大
下 

和
利

果てしない空へ
F 100

伊
藤
清
永
賞　

      　
　
　
　

和
田 

直
樹

黄金色の旋律
P 80

平
松
讓
賞　
　

 　
　
　

下 

時
治
郎
秀
臣　

川辺春隣
F 100

吉
田
三
郎
賞　
　

     　
　
　

石
崎 

義
弘

剥がされた記憶
60 × 35 × 35 ㎝
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白
日
賞
（
副
賞 

ク
サ
カ
ベ
賞
）　　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

伊
藤 

英
二 　春光輝（湧別川）

水彩　 F 100

白
日
賞
（
副
賞 

マ
ツ
ダ
賞
）

法
人
寄
託
賞

【
百
貨
店
賞
】　
近
鉄
百
貨
店
賞

【
画
廊
賞
】　
　
美
岳
画
廊
賞

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
宮
本 

真
冬車窓

F 150 

会 

賞
白
日
賞
（
副
賞 

ホ
ル
ベ
イ
ン
賞
）

　
　
　
　
　
　
　

 

増
田 
哲

増毛町 2022.9.15
P 100 奥只見北の又川

F 80

　
　
　
　
　
　
　

田
端 

誠
二 　
　

　
　
　
　
　
　
　
　

後
藤 

俊
子 　

カラーとミモザ
F 60

会
員
賞　
　
　
　
　

関
口 

雅
文

そよ風は春に煌めく
F 100

　
　
　
　
　
　
　
　

飯
田 

弘
子　夏の午後

P 100

マジョラムの香り
変 60

準
会
員
奨
励
賞　
　
　
　
　

手
嶌 

か
よ 　

準
会
員
奨
励
賞　
　
　
　
丸
田 

多
賀
美陽だまりで

50 × 71 × 24㎝

会
友
奨
励
賞　

 　
　

 　

    

大
窪 

ひ
と
み

雲行き
P 100

八
咫
烏
賞
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梅
田
画
廊
賞　
　
　
　
　
　

岡
山 

昌
弘

city
130.3 × 324.2㎝

関
西
画
廊
賞　
　
　
　

 　
　

山
本　

周
時に、物語は人々の救いとなる。

F 100

大
宥
美
術
賞　
　
　
　
　
　
津
絵 

太
陽

自画像
F 15

一
般
佳
作
賞　
　
　
　
　
　
坂
田 

英
昭

曽木にて・・
鉛筆 　47 × 82.5㎝

一
般
佳
作
賞　
　
　
　
　
　

河
菜 

直
子

窓辺
P 100

会
友
奨
励
賞　
　
　
　
　
　
内
藤 

千
尋

That’s why I’m here
160 × 45 × 55㎝

法
人
寄
託
賞

　
【
画
廊
賞
】

一
般
佳
作
賞　
　
　
　

二
木 

ゆ
き
子卯月

M 100

一
般
佳
作
賞　
　
　
　
　

松
本
多
恵
子

守り 
F 60

ギ
ャ
ラ
リ
ー
大
井
賞　
　
　

西
浦 

慎
吾

午睡
F 80

瀧
川
画
廊
賞　
　
　
　
　
　

    

国
本 

青
山

花開花落二十日
P 120

ギ
ャ
ラ
リ
ー
ア
ー
ク
賞　
　
吉
成 

浩
昭

群像
F 130



白 日 会第 62 号　2023 .  10

9

 　
　

■
中
澤
弘
光

明
治
7
年
（
１
８
７
４
）
～
昭
和
39
年
（
１
９
６
４
）

第
１
回
展
～
第
40
回
展
に
出
品　
　

※
第
２
回
展
は
不
出
品

　

50
年
に
亘
っ
て
在
籍
さ
れ
た
方
に
授
与
さ
れ

る
八
咫
烏
賞
。
今
年
は
絵
画
部
で
三
名
の
方
が

受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　

受
賞
者
の
皆
様
へ
、
受
賞
に
あ
た
り
思
い
思

い
の
内
容
で
と
、ご
寄
稿
を
お
願
い
し
ま
し
た
。

後
藤 

俊
子
（
会
員
）
49
回
展 

会
友
推
挙

「
八
咫
烏
賞
を
受
賞
し
て
」

　

こ
の
度
は
、
八
咫
烏
賞
を
い
た
だ
き
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
そ
も
そ
も
絵
と
の
出
会

い
は
、
北
大
看
護
学
校
を
卆
業
し
、
同
級
生
の

家
に
遊
び
に
行
っ
て
い
る
う
ち
に
、
そ
の
叔
父

さ
ん
が
、
白
日
会
会
員
の
平
野
先
生
※
で
絵
を

教
え
て
い
た
の
で
、
そ
の
仲
間
に
入
っ
て
い
た

の
が
キ
ッ
カ
ケ
で
し
た
。
一
年
後
、
私
は
、
関

東
逓
信
病
院
に
就
職
の
た
め
上
京
し
ま
し
た
。

同
時
に
飯
田
弘
子
さ
ん
も
虎
の
門
病
院
に
就
職

し
、
上
京
し
ま
し
た
。
札
幌
の
平
野
先
生
の
紹

介
で
、
平
松
譲
先
生
を
紹
介
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
が
、
先
生
は
、
や
っ
と
早
期
退
職
し
て
、

こ
れ
か
ら
絵
を
描
こ
う
と
意
気
ご
ん
で
い
ら
っ

し
ゃ
っ
た
所
で
、
あ
っ
さ
り
断
わ
れ
て
し
ま
い

ま
し
た
。
が
、
そ
の
後
、
奥
様
か
ら
お
電
話
が

あ
り
、
西
川
加
耶
子
さ
ん
、
小
河
美
智
子
さ
ん

も
、
一
緒
に
始
め
る
こ
と
に
し
ま
し
た
の
で
、

い
ら
し
て
下
さ
い
と
。
私
達
は
、
油
絵
の
初
歩

か
ら
大
き
な
キ
ャ
ン
バ
ス
張
り
ま
で
教
え
て
い

た
だ
き
、
今
で
も
自
分
で
キ
ャ
ン
バ
ス
八
十
号

ま
で
張
れ
ま
す
。
一
年
後
白
日
会
に
出
品
し
、

初
入
選
、
そ
し
て
会
友
と
五
十
年
が
た
ち
ま
し

た
。
私
は
、三
年
ち
ょ
っ
と
で
北
海
道
に
帰
り
、

白
日
会
は
、
出
品
で
き
る
か
ど
う
か
不
安
で
し

た
が
、
西
川
さ
ん
、
小
河
さ
ん
、
飯
田
さ
ん
が

「
東
京
に
い
つ
く
る
の
？
」と
云
わ
れ「
そ
う
だ
」

出
品
し
た
ら
銀
ブ
ラ
も
で
き
る
。
北
海
道
の
白

日
会
会
員 

故 

出
口
靖
子
さ
ん
と
毎
年
東
京
都

美
術
館
で
、
白
日
会
を
見
て
銀
座
で
買
物
す
る

の
が
、
ル
ー
テ
ィ
ン
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
し

か
し
残
念
な
こ
と
に
白
日
会
大
好
き
だ
っ
た
出

口
さ
ん
は
、
亡
く
な
ら
れ
た
の
は
、
六
本
木
の

国
立
美
術
館
に
変
更
に
な
っ
た
年
で
し
た
。
今

年
の
授
賞
式
に
は
、
出
口
さ
ん
の
妹
さ
ん
と
そ

の
娘
さ
ん
が
、
来
て
下
さ
い
ま
し
た
。

　

北
海
道
支
部
の
節
目
の
回
に
は
、
深
澤
先
生

が
来
て
下
さ
り
、
心
を
寄
せ
て
い
た
だ
き
感
謝

し
、
と
て
も
さ
み
し
く
思
い
ま
す
。

　

平
松
先
生
の
最
後
の
御
言
葉
は
、「
あ
あ
で

も
な
い
こ
う
で
も
な
い
と
作
家
の
醍
醐
味
を
味

わ
っ
て
欲
し
い
」
で
し
た
。
そ
の
よ
う
に
努
力

し
た
い
で
す
。

※
平
野
俊
昌
（
１
９
２
８
～
２
０
１
０
）
白
日
会
に
第
10
～
59
回
展
ま
で
出
品

田
端 

誠
二
（
会
員
）
49
回
展 

会
友
推
挙

「
八
咫
烏
賞
・
会
員
推
挙
を
受
け
て
」

　

今
回
八
咫
烏
賞
と
会
員
推
挙
と
二
重
の
喜
び

で
あ
り
ま
す
。

　

振
り
か
え
り
ま
す
と
こ
の
50
年
間
絵
を
画
い

て
来
ら
れ
た
事
は
家
族
の
協
力
が
あ
り
私
に

と
っ
て
幸
運
で
あ
っ
た
と
感
謝
し
て
い
ま
す
。

　

社
会
の
変
化
の
中
続
け
て
行
く
事
の
大
変
さ

を
感
じ
て
い
る
。

　

こ
れ
か
ら
も
自
分
の
出
来
る
範
囲
で
新
た
な

出
発
へ
と
気
持
を
引
締
め
て
生
活
し
て
い
き
た

い
。

　

来
年
迎
え
る
百
周
年
記
念
展
で
は
、
白

日
会
の
創
立
者
で
あ
る
中
澤
弘
光
の
生
誕

百
五
十
年
も
同
時
に
迎
え
る
こ
と
と
な
り

ま
す
。
百
周
年
展
の
特
別
陳
列
会
場
内
で
、

中
澤
弘
光
生
誕
百
五
十
年
記
念
コ
ー
ナ
ー

を
設
け
、
中
澤
絵
画
の
一
端
を
ご
紹
介
で

き
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

白日会百周年記念展に向けて

▶
「
山
の
湯
」
大
正
2
年
（
１
９
１
３
）

７
６
・１
×
４
８
・９
㎝　

個
人
蔵

特
別
陳
列
予
定 

中
澤
弘
光  

生
誕
百
五
十
年
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令
和
五
年
一
月
六
日
、白
日
会
に
と
っ
て
大

き
な
存
在
で
あ
り
ま
し
た
常
任
委
員
の
石
垣
定

哉
先
生
が
ご
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。

　

石
垣
定
哉
先
生
は
昭
和
22
年
（
１
９
４
７
）

三
重
県
東
員
町
に
生
ま
れ
ま
し
た
。東
員
中
学

で
油
絵
を
始
め
ら
れ
美
術
部
を
も
設
立
、画
家

を
志
し
、昭
和
41
年
（
１
９
６
６
）創
立
間
も
な

い
愛
知
県
立
芸
術
大
学
に
入
学
し
ま
し
た
。同

校
で
は
小
磯
良
平
、笠
井
誠
一
教
室
を
専
攻
し

つ
つ
、ア
メ
リ
カ
現
代
美
術
に
共
鳴
し
た
制
作

や
活
動
を
行
い
、大
学
紛
争
に
も
身
を
投
じ
ま

し
た
。同
大
卒
業
後
の
昭
和
48
年
（
１
９
７
３
）

白
日
会
第
49
回
展
に
初
出
品
、翌
年
第
五
十
回

記
念
展
に
て
文
部
大
臣
奨
励
賞
を
受
賞
し
準
会

員
推
挙
と
な
り
ま
し
た
。同
年
、西
欧
を
取
材
旅

行
、翌
年
休
会
し
3
年
に
渡
り
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

に
留
学
し
ま
し
た
。最
新
美
術
の
影
響
を
受
け
、

さ
ら
に
欧
游
に
て
セ
ザ
ン
ヌ
等
の
西
洋
近
代
美

術
を
再
認
識
し
た
上
で
、自
身
が
「
桃
源
郷
」と

呼
ん
だ
郷
土
風
景
か
ら
外
国
風
景
、人
物
画
も

写
生
か
ら
抽
象
的
ま
で
幅
広
く
取
り
組
み
つ

つ
、独
自
の
色
彩
造
形
を
確
立
し
て
い
き
ま
し

た
。昭
和
56
年
（
１
９
８
１
）白
日
会
第
57
回
展

に
て
白
日
会
に
復
帰
、T
（
東
方
ア
ー
ト
）賞
、

準
会
員
奨
励
賞
を
受
賞
し
会
員
推
挙
と
な
り
、

昭
和
61
年
（
１
９
８
６
）第
21
回
昭
和
会
展
に

て
昭
和
会
賞
受
賞
、翌
年
白
日
会
常
任
委
員
と

な
り
当
会
に
色
彩
造
形
派
の
素
地
を
築
き
牽
引

■ 

石
垣
定
哉
（
常
任
委
員
）

準
会
員
推
挙
50
回
展　

会
員
推
挙
57
回
展　

文
部
大
臣
奨
励
賞
50
回
展　

内
閣
総
理
大
臣
賞
62
回
展

令
和
5
年
1
月
6
日
逝
去　

享
年
75
歳

追
悼
の
こ
と
ば

石
垣
先
生
の
思
い
出

常
任
委
員　

広
田 

稔

　

作
品
や
、作
品
制
作
に
対
し
て
の
非
常
に
厳

し
く
繊
細
な
面
と
、豪
快
な
酒
席
で
の
振
る
舞

い
、そ
し
て
人
懐
っ
こ
い
眼
差
し
が
同
居
す
る

魅
力
的
な
先
生
で
し
た
。

　

石
垣
先
生
と
の
出
会
い
は
白
日
会
へ
の
初
出

品
の
年
で
し
た
。も
う
30
年
以
上
も
前
の
事
で

す
。抽
象
と
具
象
の
狭
間
で
写
実
絵
画
を
模
索

す
る
若
い
仲
間
達
に
と
っ
て
の
支
柱
で
あ
り
、

多
く
の
展
覧
会
に
誘
っ
て
も
ら
い
、ま
た
多
く

の
貴
重
な
事
を
教
わ
り
ま
し
た
。

　

ド
ラ
マ
チ
ッ
ク
な
テ
ー
マ
の
変
遷
を
さ
れ

た
先
生
で
す
が
、そ
の
中
で
も
先
生
の
人
生
の

メ
イ
ン
テ
ー
マ
と
言
っ
て
も
よ
い
で
あ
ろ
う

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
シ
リ
ー
ズ
が
始
動
し
、全
身
全

霊
を
込
め
て
こ
の
巨
大
な
テ
ー
マ
に
立
ち
向
か

う
姿
を
見
る
こ
と
が
出
来
た
の
は
私
の
か
け
が

え
の
な
い
財
産
で
す
。石
垣
先
生
を
介
し
て
親

し
く
な
っ
た
三
輪
さ
ん
や
、故 

阿
久
津
正
志
さ

ん
と
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
個
展
に
行
っ
た
り
、バ

リ
島
で
レ
ゴ
ン
ダ
ン
ス
の
踊
子
を
ス
ケ
ッ
チ

ブ
ッ
ク
を
並
べ
て
ク
ロ
ッ
キ
ー
し
た
の
も
よ
い

思
い
出
で
す
。

　

病
後
、日
動
画
廊
の
個
展
の
パ
ー
テ
ィ
ー
で

「
絵
を
描
い
て
い
る
と
、痛
み
を
忘
れ
ら
れ
る
」

と
の
言
葉
に
胸
が
詰
ま
り
ま
し
た
。

　

昨
年
の
高
島
屋
で
の
デ
ッ
サ
ン
展
で
久
し

振
り
に
先
生
の
作
品
を
多
数
拝
見
し
、一
緒
に

行
っ
た
熊
澤
さ
ん
と
「
石
さ
ん
の
作
品
見
て
る

と
、絵
が
描
き
た
く
な
る
よ
ね
。」と
話
し
な
が

ら
会
場
を
後
に
し
た
こ
と
を
覚
え
て
い
ま
す
。

　

訃
報
を
聞
き
、寺
久
保
君
と
共
に
お
別
れ
に

行
っ
た
時
、棺
の
中
の
先
生
の
お
顔
が
と
て
も

穏
や
か
だ
っ
た
の
を
見
て
、な
ん
だ
か
ほ
っ
と

し
ま
し
た
。絵
画
と
全
力
で
格
闘
し
続
け
た
石

垣
先
生
。

　

安
ら
か
に
お
眠
り
く
だ
さ
い
。

　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

し
て
い
き
ま
し
た
。日
動
画
廊
を
中
心
に
精
力

的
に
個
展
を
開
催
、平
成
に
入
り
海
外
各
地
で

個
展
を
開
催
し
、「
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・
シ
リ
ー
ズ
」

や
「
ク
レ
ー
ジ
ー
ホ
ー
ス
・
シ
リ
ー
ズ
」を
展

開
し
精
力
的
に
活
動
し
ま
し
た
。し
か
し
、平
成

20
年
（
２
０
０
８
）旅
行
中
突
然
に
脳
梗
塞
に

見
舞
わ
れ
、入
院
と
リ
ハ
ビ
リ
を
続
け
2
年
半

後
に
再
起
を
果
す
も
再
び
発
症
、入
院
と
リ
ハ

ビ
リ
の
生
活
を
繰
り
返
す
も
、復
帰
の
情
熱
を

常
に
燃
や
し
、病
床
の
中
で
も
絵
筆
を
に
ぎ
り

な
が
ら
闘
病
生
活
を
続
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

石
垣
先
生
の
ご
逝
去
に
あ
た
り
、故
人
に
所

縁
の
深
い
会
員
よ
り
追
悼
の
こ
と
ば
を
寄
稿
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

▲  第50 回白日会展（1974）　文部大臣奨励賞　「人形の部屋」　F120



白 日 会第 62 号　2023 .  10

11

の
ア
ト
リ
エ
で
制
作
工
程
を
拝
見
し
た
り
、キ
ャ
ン
バ
ス

張
り
を
さ
せ
て
頂
い
た
り
、ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
や
フ
ラ
ン
ス

に
お
け
る
個
展
に
同
行
さ
せ
て
頂
く
な
ど
・
・
挙
げ
れ
ば

き
り
が
あ
り
ま
せ
ん
。石
垣
先
生
は
、芸
術
大
学
を
訪
れ
学

生
た
ち
へ
の 

指
導
お
よ
び
、白
日
会
の
若
手
作
家
を
ま
と

め
て
牽
引
す
る
こ
と
が
で
き
る
懐
の
深
い
先
生
で
し
た
。 

石
垣
先
生
に
は
、本
当
に
い
つ
も
気
に
か
け
て
も
ら
い「
三

輪
、元
気
か
」と
い
う
声
が
聞
け
な
い
か
と
思
う
と
自
然
に

涙
が
あ
ふ
れ
て
き
ま
す
。 

亡
く
な
ら
れ
る
2
日
前
に
手
紙

を
頂
い
た
の
で
、突
然
の
訃
報
は
信
じ
ら
れ
な
い
思
い
で

す
。

　

こ
れ
ま
で
の
お
導
き
に
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
、謹
ん

で
ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

　

石
垣
定
哉
先
生
、本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

石
垣
先
生

会
員　

三
輪 
修

　

石
垣
先
生
と
の
出
会
い
は
48
年
前
、私
は
17
歳
で
し
た
。

先
生
は
身
長
が
高
く
、流
行
り
の
ロ
ン
グ
ヘ
ア
ー
に
ベ
ル

ボ
ト
ム
の
ズ
ボ
ン
姿
は
と
て
も
お
洒
落
で
カ
ッ
コ
い
い
な

と
思
い
ま
し
た
。当
時
、絵
描
き
に
な
り
た
い
と
思
い
悩

み
、苦
し
ん
で
い
た
私
は
石
垣
先
生
に
電
話
を
し
ま
し
た
。

『
ど
う
し
て
も
絵
描
き
に
な
り
た
い
の
で
あ
れ
ば
、と
に
か

く
明
日
の
朝
5
時
に
俺
の
ア
ト
リ
エ
に
来
い
！
』と
言
わ

れ
ま
し
た
。ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
留
学
さ
れ
る
と
の
こ
と
で

お
忙
し
い
中
に
も
か
か
わ
ら
ず
、大
胆
な
ス
ト
ロ
ー
ク
で

的
確
に
形
を
捉
え
る
デ
ッ
サ
ン
の
方
法
を
丁
寧
に
指
導
し

て
も
ら
い
ま
し
た
。『
デ
ッ
サ
ン
は
絵
描
き
の
基
礎
に
な
る

体
力
を
鍛
え
る
事
で
も
あ
る
か
ら
、辛
く
挫
け
そ
う
に
な

る
こ
と
も
あ
る
が
と
に
か
く
、時
間
を
掛
け
諦
め
な
い
で

辛
抱
強
く
描
き
な
さ
い
。意
欲
の
あ
る
君
な
ら
き 

っ
と
で

き
る
か
ら
！
』と
励
ま
さ
れ
ま
し
た
。こ
の
言
葉
は
今
で
も

大
切
に
し
て
お
り
、私
の
原
点
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

10
年
後
、偶
然
に
地
下
鉄
で
石
垣
先
生
に
再
会
し
、三
重

　
　
　
令
和
五
年
一
月
　

Draw
ing Draw

ing Draw
ing

　
　
　
目
黒 

自
由
通
り
ギ
ャ
ラ
リ
ー

　

岡
田
髙
弘　

広
田
稔　

佐
藤
陽
也

　
　
　
　
　
　

二
月

長
船
善
祐 

油
彩
画
展　
　
　
　

 

山
口
井
筒
屋

宮
﨑 

ギ
ャ
ラ
リ
ー
か
わ
な
か

牧
内
則
雄 

展　
　
　
　
名
古
屋 

ギ
ャ
ラ
リ
ー
彩

関
口
雅
文 

展　
　
　
横
浜 

仲
通
り
ギ
ャ
ラ
リ
ー

ア
ル
ナ
イ
ル
の
会 

作
品
展　

大
阪 

大
丸
心
斎
橋
店

　

髙
梨
芳
実　

大
木
基
彰　

大
路
誠　

尾
崎
浩
美　

久
保
君
代

　

児
玉
健
二　

佐
々
木
和
子　

三
箇
大
介　

𠮷
間
春
樹　

冬
の
新
潟
紀
行　
　
横
浜 

ギ
ャ
ラ
リ
ー
ミ
ロ

　

岡
田
髙
弘　
広
田
稔　

佐
藤
陽
也

果
醐
季
乃
子 

展　
　
横
浜 

仲
通
り
ギ
ャ
ラ
リ
ー

山
田
郁
子 

展　
　
　

埼
玉
県
立
近
代
美
術
館

Art Box 

05 

德
丸 

晃 

人
物
画
展

宮
﨑 

み
や
ざ
き
ア
ー
ト
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
三
月

阿
部
良
広 

展　
京
都 

ギ
ャ
ラ
リ
ーCreate

洛

長
船
善
祐 

油
彩
画
展　
　
　
　
　

  

札
幌
三
越

島
根 

一
畑
百
貨
店 

松
江
店

松
本
実
桜 

展　
　
　
銀
座 SASAI FINE ARTS

川
畑 

太 

展ART GALLERY 

東
急
プ
ラ
ザ
銀
座

ソ
レ
イ
ユ
ブ
ラ
ン　
　
　
　
八
丁
堀 

美
岳
画
廊

　

有
川
利
郎　

小
野
月
世　

白
井
秀
夫　

徳
田
明
子

　

松
林
淳
（
一
般
）　

村
上
ゆ
た
か

◀  

１
９
９
１
年　

シ
シ
リ
ー
、
カ
タ
ニ
ア
美
術
学
校
横
の
路
地
に
て
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白 日 会

　
春
の
研
究
会

　

令
和
六
年
二
月
十
一
日
（
日
）　　
　
　

10 
時
～
終
了
次
第　

受
付  

9
時
45
分
～
13
時

参
加
費
一
人
五
千
円(

昼
食
等
含
む
）・
見
学
も
同
様

会
場
　
日
展
会
館
　
東
京
都
台
東
区
上
野
桜
木
二
―
四
―
一

 

　

電
話　

〇
三
―
三
八
二
一
―
〇
四
五
三

【
交
通
の
ご
案
内
】

Ｊ
Ｒ
「
鶯
谷
駅
」
北
口
よ
り
徒
歩
五
分
・
地
下
鉄

千
代
田
線
「
根
津
駅
」
よ
り
徒
歩
一
五
分

※
二
階
受
付
順
と
な
り
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

※
日
展
会
館
に
は
駐
車
場
は
あ
り
ま
せ
ん
。
車
で
ご
来
場
の
方

　

は
必
ず
近
く
の
有
料
駐
車
場
に
駐
車
し
て
く
だ
さ
い
。

　

住
所
変
更
時
の
お
願
い

　

住
所
の
変
更
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
早
め
に
白

日
会
事
務
所
ま
で
お
知
ら
せ
下
さ
い
。
住
所
録

に
反
映
さ
れ
る
の
は
2
月
半
ば
ま
で
に
届
け
ら

れ
た
住
所
と
な
り
、
出
品
票
に
記
入
し
た
住
所

は
翌
年
の
住
所
録
に
反
映
さ
れ
ま
す
。

昨
今
、
世
界
情
勢
の
影
響
を
大
き
く
受
け
る
世

情
と
な
り
ま
し
た
。
百
回
展
で
は
さ
ら
に
苛
烈

な
情
勢
の
中
で
白
日
会
と
美
術
の
命
脈
を
繋
い

だ
先
達
の
事
績
を
顕
彰
い
た
し
ま
す
。
有
意
義

な
百
周
年
と
な
ら
ん
こ
と
を
祈
念
い
た
し
ま
す
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
展
覧
会
掲
載
に
つ
い
て

　

白
日
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
あ
る
展
覧
会
情
報
「
個

展
・
グ
ル
ー
プ
展
他
」
の
ペ
ー
ジ
に
掲
載
を
ご
希

望
の
在
籍
者
は
、
白
日
会
事
務
所
ま
で
展
覧
会
の

D
M
等
を
郵
送
ま
た
は
メ
ー
ル
に
て
お
送
り
く
だ
さ

い
。　

尚
、掲
載
に
は
数
日
見
て
い
た
だ
く
と
共
に
、

郵
送
の
場
合
は
発
送
か
ら
到
着
ま
で
日
数
が
か
か

り
ま
す
の
で
、
会
期
が
近
づ
い
て
い
る
場
合
は
な

る
べ
く
メ
ー
ル
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

発
行　

白
日
会
事
務
所

　
　
　

寺
久
保
文
宣　

阿
辺
隆　

小
河
美
智
子　

　
　
　

神
山
晃
一　

久
保
尚
子　

吉
田
純
子　
　

印
刷　

六
光
社

　
訃
報

　
乙
黒 

久
（
特
別
会
員
）　

 　
令
和
５
年
３
月
逝
去

　
　

　
　

※
訃
報
の
掲
載
は
会
員
の
み
と
な
り
ま
す
。

　
　

※
乙
黒
久
先
生
の
追
悼
文
は
次
号
掲
載
予
定
で
す
。

　
本
年
度
の
会
費
の
納
入
に
つ
い
て

　

会
費
は
九
月
よ
り
十
二
月
末
日
ま
で
に
郵
便

振
込
用
紙
に
て
納
入
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

今
年
度
は
通
常
会
費
の
他
に
白
日
会
創
立
百
周

年
記
念
展
特
別
会
費
が
加
算
さ
れ
ま
す
。

　

二
年
以
上
滞
納
し
白
日
会
へ
の
連
絡
が
な
い

場
合
、
原
則
除
名
と
な
り
ま
す
。

　

退
会
届
を
提
出
し
な
い
場
合
は
滞
納
扱
い
と

な
り
ま
す
。　
　
詳
し
く
は
白
日
会
事
務
所
ま
で
。

長
谷
川
晶
子 

展　

 　

  　
　
　

 

横
浜
髙
島
屋

友
清
大
介  

展　
　
　
銀
座 SASAI FINE ARTS

　
　
　
　
　
　

四
月

浦
田
周
社 
木
版
画
展　

奈
良 
東
大
寺
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー

阪
東
佳
代 

個
展　
　
　

  　

日
本
橋
三
越
本
店

　
　
　
　
　
　

五
月

長
船
善
祐 

油
彩
画
展　
　
　
　
　
　
　

仙
台
三
越

　
　

 　

大
作
油
彩
画
展　
　

  

大
分
銀
行
本
店

第
35
回 

北
彫
展　

      　
　
　
　
北
区 

北
と
ぴ
あ

　

池
川 

直　

清
家 

悟　

堀
内
秀
雄　

江
藤 

望　

小
関
良
太　

川
崎
義
昭　

永
江
智
尚　

長
谷
川
倫
子　

前
芝
武
史

現
代
作
家
美
術
展　
　
新
宿 

ギ
ャ
ラ
リ
ー
絵
夢

　

寺
久
保
文
宣　

関
口
雅
文　

長
谷
川
晶
子

吉
田
直
未 

洋
画
展　ジ

ェ
イ
ア
ー
ル
京
都
伊
勢
丹

白
日
会
精
鋭
展　

ESPACE SELECTION

大
丸
京
都
店

　

北
川
直
枝　
久
保
尚
子　
児
玉
健
二　
坂
元
忠
夫　
三
箇
大
介

　

堀
井 

聰　

松
本
実
桜　

山
内
大
介　

山
本
桂
右

有
田 

巧　

フ
レ
ス
コ
画　
　
　
銀
座 

柳
画
廊

福
井
欧
夏 

展　
　
　
　
銀
座 

ギ
ャ
ラ
リ
ー
和
田

第
九
章 

西
翔
展　

  　
　
　
　
　
大
阪 

画
廊 

大
千

　

河
野
桂
一
郎　

冨
所
龍
人

　
　
　
　
　
　

六
月

原 

太
一 

油
彩
展　
　
　
　

松
坂
屋
名
古
屋
店

德
丸 

晃
個
展　
　
宮
﨑 

ギ
ャ
ラ
リ
ー
か
わ
な
か

長
船
善
祐 

油
彩
画
展　
　
　
　
　

福
岡
三
越

沖
津
信
也 

個
展　
　
　
　
　
　

西
武
秋
田
店

　
　
　
　
　
　

七
月

斎
藤
秀
夫 

油
絵
展　
　

  

京
王
百
貨
店
新
宿
店　
　
　
　

伊
藤
晴
子 

展　
　

  　
銀
座 gallery 

一
枚
の
繪

木
原
和
敏 

水
彩
・
素
描
画
展　
銀
座 

画
廊
宮
坂

山
本
桂
右 

展　
　
　
　
　

  　

髙
島
屋
大
阪
店

関
口
雅
文 

個
展　

あ
べ
の
ハ
ル
カ
ス
近
鉄
本
店

長
船
善
祐 

油
絵
展　
　
　

 

丸
善 

丸
の
内
本
店

大
友
義
博 

油
絵
展　
　
　

日
本
橋
三
越
本
店 

髙
梨
芳
実 

展　
　
　
　
　
大
阪 

大
丸
心
斎
橋
店

長
坂 

誠
展　
　
　
　
　
　
港
区 

東
邦
ア
ー
ト

　
　
　
　
　
　
八
月

長
船
善
祐 
油
彩
画
展　
　

 　
　
　

 

広
島
三
越

松
山
三
越

 

福
岡  

デ
ィ
ー
キ
ュ
ー
ブ
ギ
ャ
ラ
リ
ー

大
山
富
夫 

展　
　
　
　
　
　
　
銀
座 

画
廊
宮
坂

か
く
か
く
展　
　
　
　
横
浜 
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ミ
ロ

　

宇
田
川
格　

納
義
純　

大
平
嘉
和　

佐
藤
陽
也　

西
沢
貴
子

　

𠮷
住
裕
美　

吉
成
浩
昭

第
4
回 

阿
佐
美
展　

   

新
宿 

ギ
ャ
ラ
リ
ー
絵
夢

髙
梨
芳
実　

西
谷
之
男

納 

義
純
展　
　
　
　
　
横
浜 

仲
通
ギ
ャ
ラ
リ
ー

寺
久
保
文
宣 

展　
　
　
　

日
本
橋
三
越
本
店

田
中
孝
知 

洋
画
展あ

べ
の
ハ
ル
カ
ス
近
鉄
本
店

※
紙
面
の
関
係
上
、
会
員
の
個
展
及
び
主
な
グ
ル
ー
プ
展
の

み
の
掲
載
と
な
っ
て
お
り
ま
す
が
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。


